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社会実装後の状態

•興味をもったこと，疑問に思ったことに対して，自ら
データを収集（2次利用を含む）し探ろうとする。

•社会的な意思決定に対して，リスクを考慮し，複数の
シナリオがあることを想起できる。

• ただ従うか，反対の意をとなえるのみ

• フェイクに踊らされる

• 二項対立化
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社会の「数学化」と個人の「脱数
学化」• 意思決定のための数学的な道具を開発する集団（「構築者」）

• 数学的な道具への入力の決定とその出力に基づいた決定をする集団
（「操作者」）

• 他者の決定を正しいものとして受け入れる集団（「消費者」）

• グローバル化された世界との関係において自分がどういう損失を受
けているかが明確に分かっていない集団（「使い捨てされる者」）

• 機能的リテラシー：職業や日常生活の必要条件として役立つ数
学的スキルと知識に関わるもの

•批判的リテラシー：数学化された社会に対して，受動的である
のではなく，能動的に参加していくことに関わるもの

Ole Skovsmose（2007），“Mathematical Literacy and Globalisation”, Internationalisation and 
Globalisation in Mathematics and Science Education, Springer, pp.1-18
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https://www.oecd.org/education/2030-
project/teaching-and-learning/learning/
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コンピテンシーに関する議論を含めて，従来の教
育の在り方に関する議論が，ややもすれば，
「（企業などからの）人材ニーズに応えていくた
めに，どうしたらよいのか」，という観点から議
論されがちであったのに対して，より本質的に重
要なのは，自分たちが実現したい未来を，そもそ
も自分で考えて，目標を設定し，そのために必要
な変化を実現するために行動に移していくことで
ある。

白井俊（2020），OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来－
エージェンシー、資質・能力とカリキュラム，ミネルヴァ書房，p.80
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学校教育が果たす役割はかなり大きい

• 専門性や実利に至る前段階での態度化
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文部科学省・STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進について https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/mext_01592.html
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https://www.bowlandmaths.org.uk/
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あなたは、モンタギュー博士の指示で、ロンドンのある地区の人々に対する
ワクチン接種の計画を立てることを任されている。

このビールス感染を防ぐためのワクチンには2種類ある。どちらも100％感
染を防ぐことはできないが、以下の表のように、それぞれに異なるレベルの
率で感染を予防できる。

また、表にあるように2種類のワクチンにかかる一人あたりの費用は異なる。

あなたには、945,500人の予防接種対象者に対して、500万ポンド（1ポンド
は約150円）の予算が与えられている。

使用可能な2種類のワクチン

あなたは，ワクチンの接種計画をつくり，提案をしなければなりません。

ワクチン ワクチンの成功率 一人当たりの費用

A ９５％ ８．００

B ７０％ ３．５０

Bowland Japan
https://bowlandjapan.org/starterkit

©K.Nishimura/TGU



©K.Nishimura/TGU



©K.Nishimura/TGU



学習指導要領では

©K.Nishimura/TGU



週当たり
4時間

3時間

4時間

中学
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(1)情報社会の問題解決

(2)コミュニケーションと情報デザイン

(3)コンピュータとプログラミング

(4)情報通信ネットワークとデータの活用

(1) 情報社会の進展と情報技術

(2) コミュニケーションとコンテンツ

(3) 情報とデータサイエンス

(4) 情報システムとプログラミング

(5) 情報と情報技術を活用した問題発
見・解決の探究

高等学校・数学 高等学校・情報

情報Ⅰ

情報Ⅱ
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知識及び技能 思考力，判断力，表現力等

(ｱ) 分散，標準偏差，散布図及び
相関係数の意味やその用い方
を理解すること。

(ｲ) コンピュータなどの情報機
器を用いるなどして，データ
を表やグラフに整理したり，
分散や標準偏差などの基本的
な統計量を求めたりすること。

(ｳ) 具体的な事象において仮説
検定の考え方を理解すること。

(ｱ) データの散らばり具合や傾向
を数値化する方法を考察する
こと。

(ｲ) 目的に応じて複数の種類の
データを収集し，適切な統計
量やグラフ，手法などを選択
して分析を行い，データの傾
向を把握して事象の特徴を表
現すること。

(ｳ) 不確実な事象の起こりやすさ
に着目し，主張の妥当性につ
いて，実験などを通して判断
したり，批判的に考察したり
すること。

18

数学Ⅰ データの分析
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数学B 統計的な推測

19

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等

(ｱ) 標本調査の考え方につ
いて理解を深めること。

(ｲ) 確率変数と確率分布に
ついて理解すること。

(ｳ) 二項分布と正規分布の
性質や特徴について理解
すること。

(ｴ) 正規分布を用いた区間
推定及び仮説検定の方法
を理解すること。

(ｱ) 確率分布や標本分布の
特徴を，確率変数の平均，
分散，標準偏差などを用
いて考察すること。

(ｲ) 目的に応じて標本調査
を設計し，収集したデー
タを基にコンピュータな
どの情報機器を用いて処
理するなどして，母集団
の特徴や傾向を推測し判
断するとともに，標本調
査の方法や結果を批判的
に考察すること。

©K.Nishimura/TGU



データサイエンス（統計）【教員向け】

20

回 動画No 内 容

1 1 オリエンテーション 東京学芸大学 西村圭一（東京学芸大学大学院教授）

2 記述統計① (独)統計センター

3 記述統計② (独)統計センター

2 1 記述統計の学習の海外の事例 学芸大 西村圭一（東京学芸大学大学院教授）

2 jStat① 統計局

3 jStat② 統計局

3 1 学習指導要領の解説 学芸大 西村圭一（東京学芸大学大学院教授）

2 仮説検定の考え方（乱数シミュレーション） 統数研

3 ブートストラップによるリサンプリング 統数研

4 1 区間推定① 統数研

2 区間推定② 統数研

3 区間推定③ 統数研

5 1 仮説検定① 統数研

2 仮説検定② 統数研

3 仮説検定③ 統数研

6 1 授業づくり 学芸大 西村圭一（東京学芸大学大学院教授）

2 中・高等学校における授業実践例紹介① 学芸大

3 中・高等学校における授業実践例紹介② 学芸大

7 1 多変量データの扱い① （株）Rejoui

2 多変量データの扱い② （株）Rejoui

3 多変量データの扱い③ (独)統計センター木村敦 （独立行政法人統計センター　理事）

新井健使（東京学芸大学国際中等教育学校）

菅 由紀子（（株）Rejoui　代表取締役）

担当講師

中西寛子（統計数理研究所　統計思考院　特任教授）

中西展大（田辺三菱製薬株式会社）

山下雅代（総務省統計研究研修所特任講師，独立行政法人統計セン

ター情報技術センター技術研究開発課任期付研究員）

長藤洋明（総務省統計局統計情報利用推進課統計利用推進研究

官）・石橋信人（総務省統計局統計情報システム管理官付統計専門

職）
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意図されている
カリキュラム

実施されている
カリキュラム

達成されている
カリキュラム

学習指導要領 教科書 授業 学習評価

感じられているカリキュラム

perceived curriculum
学校管理職や教師たちがどのようにカリキュ
ラムを感じ取り、そのカリキュラムをどのよ
うに解釈し、理解するか

経験しているカリキュラム

experienced curriculum
子どもたちが感じ、そして実際に経験してい
るカリキュラム

OECD(2020), Curriculum (re)design, A series of thematic reports from the OECD Education 2030 project OVERVIEW BROCHURE, p.16

教育エコシステム
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社会実装へ向けて

• 教育エコシステムの更新が必要
• 本音ベイスでの社会の支持が不可欠

「大学にはいってからやれば･･･」

「まずは･･･」

「社会として必要だよね。」

学びの当事者である高校生の声も聞きつつ
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数
学
Ⅰ

数と式，図形と計量，二次関数，デー
タの分析
〔課題学習〕

数
学
Ⅱ

いろいろな式，図形と方程式，指数関
数・対数関数，三角関数，
微分・積分の考え 〔課題学習〕

数
学
Ⅲ

極限，微分法，積分法
〔課題学習〕

数
学
A

図形の性質，場合の数と確率，数学と
人間の活動

数
学
B

数列，統計的な推測，数学と社会生活

数
学
C

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面，
数学的な表現の工夫

数
学
Ⅰ

数と式，図形と計量，二次関数，デー
タの分析
〔課題学習〕

数
学
Ⅱ

いろいろな式，図形と方程式，指数関
数・対数関数，三角関数，
微分・積分の考え

数
学
Ⅲ

極限，微分法，積分法

数
学
A

場合の数と確率，図形の性質，整数の
性質
〔課題学習〕

数
学
B

数列，ベクトル，確率分布と統計的な
推測

数学Ⅱ・数学B

数学Ⅱ、数学B、数学C

共通テスト ©K.Nishimura/TGU



• コスパのよい教材 ⇔ 優秀な先生，熱心な先生しか実践できない

社会実装への手立て
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https://www.steam-library.go.jp/
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https://www.stat.go.jp/naruhodo/

©K.Nishimura/TGU



・うちの学校の校則は変！？ 学校生活でデータサイエンスを活かそう
題材の提示 「探究活動におけるデータ活用の重要性」，アンケートの作成，問の設定と仮説構築，

サンプリング誤差とサンプリングバイアス，基本統計量の算出，χ二乗検定

・野球部を強くしよう！ ～もしも「DS検定」を受けた女子高生が野球部のマネージャーだったら
題材の提示「必要なデータの選定と収集」，統計の基本（代表値とばらつき，ヒストグラム，散布図と相関係数）

・模擬店のフードロスをなくしたい
題材の提示「統計の基本・回帰分析」，偏回帰係数、t値

・“可愛い”を科学せよ 卒業記念グッズの開発
題材の提示（課題の定義） 「統計的に違いがあるというには」，統計の基本「t検定」χ二乗検定とt検定の使い分け

データサイエンスの学習コンテンツ動画の掲載

https://g-tanq.jp/
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• コスパのよい教材 ⇔ 優秀な先生，熱心な先生しか実践できない

•楽しめる教材 ex.ゲーム型，シミュレータ型

↑↓

• 先生の「やる気」がわく 工夫の余地がある
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•社会との共創

学びの継続

社会実装への手立て
©K.Nishimura/TGU



文部科学省・新時代に対応した高等学校改革推進事業 https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00183.html
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•社会との共創
教える・教わるの関係ではなく，いっしょに考える

まかせるのではなく，いっしょにつくる

学校／教員

生 徒

サポーター

コーディネータ

高校生，大学生・ 大学院生，
大学教員，NPO，行政
教育関連会社，産業界

マッチィングから協働へ

社会実装の手立て

全国10,076校で働く248,253人の中学校教員，
全国4,912校で働く229,442人の高校教員を最大限に活かしたい
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